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麵

卸
相
場
冗
小
賣
相
場
の
關
：係
に
就
きて\%

m

仙

次

郞

第

I

節
絡
言

物
價
の
高
低
騰
落
は
經
濟
界
の
前
要
問
題
で
あ
る
か
、

b
、M

濟
事
を
謝
：ぐ

書

物

R

て
は
必

す 

物
.價
決
定
の
原
理
を
敎
へ
て
ゐ
る
が
、少
數
の
例
外
：を

.除

_

て

：
は

：
經

；
濟

^

者

へ

の

說

明
し
て
ゐ
る 

物
價
は
貨
物
の
卸
相
場
で
あ
つ

.

.て

小
賣
相
場
で
は
な

いO

尤
も
，小

«

_

^

.な
る
も

'の
が
左

®
 

重
要
な
問
題
で
な
け
れ
ば
、之
を
答
略
す
る
も

&

か
V
ら
ぅ
：
;̂
小
賣
相

」

揚

,«
卸

.何：場
ょ
り
も

11
:
喪 

な
る
も
の
で
あ

る
。
何
故
か
ふ
云
ふ
に
、消

®

者
ビ

し
T
 

0
 

®

'係
を
有
す
る
物

ff
l

は
卸
値
段
で
な
く
し
て
小

®

値
段
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
め
る
。
そ
れ
に 

し
て
も
盎
し
小
賣
和
場
が
卸
相

®

ビ
同
一
の
，原
因
に
依
な
て
定

,

り
、常
に
同
一
の
和
度
に
騰 

.落
す
る
も
の

.で
あ
る
な
ら
ば
、特

(:
.小
賣
傾

‘段
を
別
に

W

究
す
る
必
要
が
：な
：い
か
も
知
れ
な
い

第
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〇
六)
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卸
相
#
ミ
小
賢
相
勘
の
關
描

1
.
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就
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第
六
號 

二
 

が
、事

.實
は
決
し
て
ぞ
う

.で
^'
‘い
。
是
れ

a
+經
濟
學
者
も
®
め

て

ゐ

る
や

う

で
あ
る
。

而
'か

i

 

小
賣
相
場
に
關
す
る
硏
究
を
發
表
す
る
者
が
甚
だ
尠
な
い
。

ハ
ド
レ

-
丨
の
如

&

は
其
、
の
名
著 

『

經
'濟
學』

•に

於

て

:,
,

I
『

卸
市
場
に
於
け
る
物
檟
ビ
小

賣

市
場
に
於
け
る

.物
價
ビ
は

-異
な
れ
る
原
因
.に
依
り

て
定
ま 

_

,

る
V

の
で
あ
る
。
此
兩
種
の
物
横
は
全
く
何
等
相
互
的
關
係
の
無
い
譯
で
は
な
い
が
屢
 々

箇
々
別

令
に

變
動
す

.
る.こ

i

が

あ
る

』

云
々

6

〕

ピ

述
べ
て
ゐ
る

.に
も
拘
ら
ず

.
卸
相
場
決
定
の
原
因

.
と
小

*

相
場
決
：定
の
原
因
ビ
の
相
連
に
關 

す
る
食
見
を
載
せ
て
ゐ
な
い
。

、ノ
ド

レ

ー

の

如

く

卸
.
相
揚

e

小
賣
相
場
ミ
が
異
な
う
た

る

原
_
 

則
に
支
配
せ
、

b

る
、
も
の
な
る
こ

^

J

を
單
 

に 

指
摘
す
る
に

1I
:

ら
ず
し
て
、進
ん
で
何
故
に
兩
蹦 

の
相
場
間
に
差
が
生
す

.
る
の
；で
あ
る
炉
を
說
明
す
る
學
者
と
雖
も
多
く
は
，僅
か
に

 

一
ニ
頁
の 

記
述
を
以
て
滿
足

し
、
巾
に
は
僅
々
數
疔
を
割

^

て
足
れ

b

ビ
す
る
考
す
ら
あ
る
。

又
、時

ビ
し 

て
ゆ
相
當
綿
密
な
る
解
說
を
加
ふ
る

«

が
あ

.

.る
か
ビ
思
へ
ば
、謬
見
を
交
へ
て
ゐ
る
の
を
發
見 

す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
：き
狀
態
で
あ
る
か
ら
**小
賣
相
場
に
關
す
る
學
现
ビ
實
際
せ
の 

1

班
に
就
き
て
叙
述
す
る
は
必

f

し
も
徒
勞
で

は

あ

る

ま
い
。
以
下
本
論
に
收
む
る
所
は
決

し
て
硏

.究
i

稱
し
得

」

る
程

'0
も
の
で
は
な
ぐ
睢
此
問
题
に
關
す
る
卑
見
の
一
端
を
開
陳
し
た 

に
.過
ぎ
な
い
。
誤
つ
て
讀
者
の
參
考
に
資

.す
る
所
ぁ
ら
ば
幸
ひ
で
ぁ
る

：

;

tlO 

Arthur T
w
s
l
a
g

 Hadley

-■ Ec§
mics, (N

e
w York, 

I9§

 p. 74, 

*

,:

第

」

1

節

：':
:
l卸
商
：
並
k

:

小
賣

商
の
存
在
の
意

*

,

-以
下
本
論
に
於
て
小
賣

.相

.場
士
卸
相
揚
の
關
係
を
論
ず
る
に
先
ち
て
、豫
じ
め
卸
商
ビ
小
資

商
ご
ヵ
何
故
に
必
翦
で
ぁ
る
か
を
明
：か

^

し
て
置
き
た

.
い
0

小
數
の
貨
物
に
在
り
て
は

.
間
.々

,

生
產
者
が

&

接
消

:«
f
者
.
R
各
其
の
生
產
物
を
供
給
す
る

Z
ビ
が
ぁ
る
。

■，其
の
數
例
ビ

し
て

農

丈
力
田

i

出

て
'
、

il
r
f

，菜
を
賣

P

足
袋
商
が
自
己
の
製
作
に
係
る
足
袋
を

_

ぎ
、下
駄
屋
が
店

頭

に
て
仕
上
げ

.た
る

下
駄
を
版

®

す
る

こ

ビ
を
指
摘
し
得
る
。
尙
ほ
此
の
外
に
顧
客
の
註
文
に

.施

じ

て

製

作

せ

らる、
も
の
が
ぁ
る

.0
例
へ
ば
請
負
師
，大
工

の
楝
梁
等
が
人
の
註
文
に

$
 

5

て
条

M
を
建
築
し
建
具
商
が
顧
客
の
指
示
す
る
設
計
に
依
、

o
.て
戶

•
»子
を
造
り
、̂
服
商
が
觸

唇
の
註
：

.文
速

.办
に
衣
服
を
社
立
て
、
供
給
す
る
が
如

5

ば
其
の
最
も

si
:

®

な
る
數
例
ビ
看

K
 

し
得
る
。：
 

：

然
し

.な
が
ら
大
多
數
の
貨
物
に
在
り
て
は
.斯
く
の
如
き
生
產

#

と
消
费
者
ど
の
間
に
於
け 

:
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卸相
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就
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四

る
直

姿
的
取

^

は
不
可
能
で

あ
る

か
、或
は

絕
對
に
不
可
能

で
な

い
i

し

て
も
不
利
益
な
る
乙 

L
C •か
多
い
。

而
積
狹

く

人
.ロ

少
な
き
町
村
に
：在
り
て
は
各
種
貨
物
の
生
產
者

は

容
爲
に
池
戮 

者
を
發
見
す
る
こ

ど
が

山
；來，又
消
費
漭
が
生
產
者
を
發
見

す

る

.

に
も
大
な
る

困
難
を

感
中
る 

こ
と
は
希
で
ぁ
ら
ぅ
が
、而

«
も
廣
く

人
口

も

多
き
市
町
村
に
在
り
て

は

各
，種
貨
物
の
生
産
者 

匕

費̂
者
と

が
相

|互
^
其

_の
存
在
を
知

\る
乙

k 
.が

容
易
で

な

い
か
ら
、若

し

生
產
者

S
消
費

 ̂

ど

が
®

接
に
取
引
を
行

は
な

け
れ

ば
な
ら
ぬ

i

す

れ

.ば、兩

容
共
に
多

大
の
间
間
の
备
費
手
數 

並
に

©
用
を
負
擔
し
な
け
れ
：ば
な
ら
ぬ
。
又、消
费
者

.S生
產
者
ビ
の
間
に
於
け
る
直
接
的
取 

引
の
闲
雞

e
な
い
：小

'町
積
に

.在
V
:ても
、或
る
貨
物
の
需
用
の
、總
量
が
供
給
の
總

fl
よ
り
も
多 

い
ふ
す
れ
ば
、®
用

«
の
一
部
分
は
他
の
；地
方
よ
り
供
給
を
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、夫
れ
の
不
經 

:

濟
：な
，
る
は
兹.に
11
々
す
る
の
必
耍
を
觀
な
い

」
之
に
反
し
て
若
し

f
r量
ヵ
需
片
叙
に

«1
0 

一し：
'て
ゐ
る

ビ
す
れ

-
.
ば
、供
給
者
，は
其

.土
：地
に
て

I生產
物
の
：全
部
を
販
賣
す
る
：こ
と
能
は
ざ
る
.結 

來
ビ
し
て
、其
の
一
部
分
を
ぼ
他
の

㈣
方

R
.搬出
し
て
販
路
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

g

が
，他
の 

地

」

方に於て
.

需用_
を.發見する：は同
.

一の大都會に於て消#客を取むるよりも尙ほ
 

, 

一
#

•

多くの時間ビ「

手數t
&用とを耍する

.

.
 

.

.

.

.

.

. 

.
 

.

.

.

.

.

.

:

..

.

し:M

に又̂町村に於ける或る

1

貨物の需用
.

量と供給量ビが
J

定期間、
例へば一
ヶ

.

月翁しぐはーヶ，年を檩準

^

すれば、全然一致してゐるビするも、日々の需用®と供

給音が1

致せすして、或る時に：は霄

^

*

が双給量に超過し、或る時には供給量が
p

:
: 

: 

_

用
最
ょ
り
も
多

.い
：乙
ビ
が
往
：々
に
：あ
る

'0

.
從
つ

：

て

®

用
釐

.が
供
給

©

ょ

6

も
多
い
時
に
は
、

'

用
者
の
一
部
分
は
他
の
地
方
に
^
け
る
生
產
考
ょ
彡
多
く
の
時
間
ビ
手
歡
ビ
费
用
ビ
を
掛

.

.
*

.

. 

#

:'
^

:

,

けて供給：を受ぐる：必

.

耍が生ず：る。：之
.

に反し.て供給最が需用量ょりも多いどきに
 

 ̂

 ̂

 ̂

^

:

は，供給者の
|

部.分：ば：他の，町村に於て

) «

入者：：を求むるか或は其土地に於ける需用

，

;

;

 

:

:
 

: 

:

:
 

:一 

e

なるまで貨物を貯藏しで.置かね

-. 

/ 

I
 

.

.

.

.

ばなS
ぬが、孰れも不：便が多い

”

 

…

 

\

 

J

: :
:

用^ ̂

らぬリ是：れに
.

|1
して特に，注意を耍するは運賃である。，一货物
 

，の各生產
#

が獨立に少「

許の餘剩品を他の市場に搬出するには比較的多額の運送
 

;

料：を支拂はねば：な：ら

2。

(

胜
:,
°

1
>

又#

用が供給に超‘過ずる時まで賣殘品を持®すに
 

は、相當
0資金を恶する。一

.

多®の財產を有する渚は別

^

し^
生產莕の多ぐは期
®

的
に
生
產

'す
る

'物
'は
之

_を

»

期
節
に
於
て
，日
々
生

'
.產
す
る
物
は
其
日
’其
日
に
販
賣
し
て
活
訐

笫
屮
九
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A

O
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卸相場
e

小
资
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關
係
に
就
会
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八I
C
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卸相場

ミ
小
賣
叫
揚
の
關
保
は
就
各
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六
 

を
立
つ
る
の
で
あ
つ
て
、長
日
月
に
亘

h

て
生
產
物

を
.

貯
藏
し
て
®
ぎ
得
る
餘
裕
を
有
し

て
.

居 

ら
ぬ
。
從
つ
て
若
し
消
费
考
に
直
接
販
資
し

.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ

.ば
、投
賣
す
る
.こ
ど
を 

餘

_

な
ぐ
さ
れ
る

0

5

又
、？

貨
物
、殊
に
野

^

魚

«
、«

卵
等
の
'如
き
食
料
品
は
腐
敗
し
易 

き
故
に
、徒
ら

.に
之
を
貯
藏
す
る
も
何
等
の
益
が
な

' 
い
.。
尤

I

相
當
の

保

存
法
を
施
せ

ば

、ft
M 

の
貨
物
の

’大
部
分
は
長
期
商
の
貯
藏
に
堪
ゅ
る
巧
是
れ
成
資
本
を
氍
す
る
こ
ビ
で
あ
つ

て

，

m

て
の
生
產
漭
の
赏
行
し
得
可
き
も
の
で
な
い

。
、

.

'
:

. 

.

.

.

.. 

.

.

.
•

.

.

.
斯

く

の

如

く

生

溝

ど

：：消
：

«

者
ど

0

間
じ
於
け
仏
る
直
接
の
取
引
は

(

啤
間
の
浪
費
.手
數
並
に 

戮
用
を
鱗
す
も

.の
で
あ
る
：が
ら
、酿
漭
の

.間
に
仲
介
者
即
ち
商
人

•か
自
ら

.介

.在
し
て

'

方
に
.於 

て
生
產
著
ょ
り
貨
物
を
購
入
し
、他
方
に

.於
て
：之
を
消
肇
者
に

'*
捌
く
こ

V

を
營
業
ビ
な

す

に 

空
つ
た
の
で
あ
る
。

::
1
商
：
<

ば
斯
く
&
如
く
生
產
者
ミ
消
費
者

V
J

の
媒
介
を
爲
し
て
、生
康
漭
に 

對

し

て

は

消

費

，者

を

，發

鬼

：す

る

の.
時
間
，？
手
數
士
費
甩
を
節
約
せ
し

1/「

る
ビ
同
時
に
、消
费
者 

に

對

し

て

，も

生

産

者

：を

發

.見

する

の
時
間
、手
數
並
に
費
用
の
犠
牲
を
免
れ
し
む
る
の
み
な
ら 

.ず

#

貨
物
の
供

_

量
：が
爾
：用

.啬
|
|は#
幸

 

を

0

入
'し

£

を
貯
藏
し
て
生 

產

*

が
需
用
最
ょ
り
も

®

な
き
：時

k 

,
之
を
賣
却
し
、以
て
時
間
的
に

0
.
0
ビ

供

給

ミ

を

調

節

し

.て
ゐ
る
；

0

で
.あ
る
。 

.

:
」

而
か
も
各
貨
物
：の
取
引
が

 

一
W

.村

.內
に

.於
て

_

は
れ
て
み
，る
限

‘

、換

.言
す
れ
ば
，經
濟
紐
織 

が
地
方
的
で
あ
つ
て
、

-
小
.埤
方
內
に
於
て
生
產
せ
ら
れ
た
る
貨
物
が
全
部
其
地
方
內
に
於
て 

消
费
せ
.ら
れ
て
ゐ

:'
る(

限
り
は
、

」

貨
物
の
各
生
產
者
ビ
各
消
費
者
の
間
に

.は
¥

に
一
人
の
仲
介 

者
が
在
れ
ば
充
分
で
あ
る
が
、廣
大
な
る
面

®

を
有

.す
る

一
:

地
方
又
は
一
國
の
各
部
分
が
經
濟 

的
に
結
合
せ
ら
れ
•生

0

の
地
方
的
分
業
•か發
達

し

、甲
地
方
の
生
：產
物
が
乙
地
方
に
於
て
消

©
 

せ
、られ

•乙
地
方
の

|生
產
物
が

:丙

«!
:方

に

て

消

费

せ

ら

る

、

に

至

り

P
.

は
，1

人
の
商
人
に
て
は 

-
貨
物
の
各
生
產
着
年
各
消
寒
者
ー
め
間
に
立
ち
て
充
分
に
媒
介
者
た

.る
の
任
務
を
■
す
こ 

5

出
來
？

な
つ
た

:0
i

な
れ
ば
、甲
地
方

.に
於
け
る
一
貨
物
の
坐

f

乙
地
方

G
 

.於
け
る
同
貨
物
の
消
費
者

ご

の

間
に
：於
け
る
仲
介
漭
が
双
方
の
利
益
を
充
分
に
計
る
に
は
、生
 

產
■地
に
於
け
る

M

態
即

ち

生
摩

«

の
，所
在

_

に
姓
名

^

^

_
者
の
技
«
信
用

g

K
•生
齑

*

生 

.
靡

：
物

：
の

，
品

質

：
等

に

®

し
.て
相
當
の
知
識
を
有
す

.
る
ご
同
時
に
、消
費
地
の
狀
態
.即
ち
消
費
者
の 

(

嗜

^

並
に
購
買

.ヵ
、消

费

：量

：の

見

：込
、競

學

品

の

有

無

及

び

勢

カ.等
に
.精
驵
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な 

ら
：ぬ

°

加
之
、商
 

<
は
消
費
地

.ど
生
產
，，地
間
の
運
送
費
を

ft
擔
す
る
以
外
に
、兩
地
方
に
於
て

#

笫

十

九

卷

(

.
八
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卸
相
f
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贺
相
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，關
係
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卸
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W

小
贽
相
锻
の
_
挖
就
含
て

 

、

第
'.六
诚
 

乃

業
所
を
柳
持
し
、且
つ

^

期̂
間
貨
物
：

^

貯

爾

す

，
る
資
ー
カ.を
'
.有
す
る
，ミ
间
時
に
，長

_

間
貨

@

を
.持 

越
：す
爲
め

''
に
發
组
す
る
種
冷
の
危
險

r

例
へ
ば
腐

.

.敗
，破

摧

、盗
—

：̂

錢

轉

樣

暴

風

、洪

ポ

箏
0
_

す 

«

«
を
負

*

し
な
け
れ
：ば
な
：ら

‘
ぬ：。

'
'
;
'

 

’

上
®

の

如
5

廣

き
.

知
a

を
■

有

す

る
f

间

時

に

、
袠

く^

資
.

カ

贫

有

す

る>
荷

人

：
^.
«

多
；
ぁ
：
>

得
 

な
'
 

い
。

«

の
.

結
果

S

し
て
仲
介
：寒
に
分
業
が

.

行
は
‘
^

る
'
 

に
至
”っ
た
。

Jl
f

J

i
 

”

方
に
'

於
て
.は
消 

避
#

に
.

物
.；箕

$

,

給
す
る
小
鬂
商
人

e

又
.
.1”

方
G

於
，
<
"
磷
生
產
者
ょ
り
.算
物
を
：購
入
し

〕

て
此 

小

賣

：商

：

.

-

<
;^

之

を
#

給
：束
^

卸

商

：
<

ビ

：
が

現

は

”
れて

來
：
ぢ

の

：
^

ぬ

る,0
加
之
、爾
ほ
来
れ
以
上
、

^:
小

賣

商

人

：間

に

も

，又
：»

商

^'
間
に
も
分
業
が
行
蜞
れ
る

^

莩
つ

.
たし

^
先
づ
：小

«

商

<

に.就 

#
;
で
：

說
明
を
與
ふ
る
こ

.i

に
す

‘
る.。 

.

.

:

小
®

商
人
は

.

.大
別
し
て
加

.H

小
：賣
商

 

<

雜
加

.
エ：小
賣
商
年

a

分
類
す
，る
こ

i

.
を
.

#

る-。
加 

H
.

商
人

S

は
卸
商
人
ょ

b

購
.
入
，せ

/

し
.

貨
物

.
を
.
ば
.
其
-
の
爾
販
：賣
：せ：す

し
：
て，.
、

夫
，れ

に

若

干

の

細

H
,

を
加
：へ

T

.

_
 

S

で；ゐ

.

る
者
を

.

云
ふ
の
で

’

ぁ
'

る
。
白
米
商
が
玄

“

米
間
•

晨
ょ
k

t t

入
れ
、之

を

;
 

精

白

，
し
：
て
，
消

費

者

'

に
« .

鎗

し

、魚

辱

が
.

魚
河
岸
に
て
：

« 1

類
を

«

入
.

鐘

«
刺
身

を

蹲
り
、或

‘

味
.锊 

理
の
準
僩
ビ
し
：て
必
耍
な
る
加
工
を
施
し
て
販
賓
す
る
こ

i

は
其
の
ニ
例
と
し
て
指
摘
す
る

を
哥
る

'

。
次
に
非
加
工
小
賣
商

V」

は
.

荒
物
，吳
服

•

書
®
其
の
他

大
多
數

の
.

貨
物
に
，於
け
る

が
如 

ぐ
、
卸
商

ょ
り
仕
入

れ
た
る

も
の
に

對
し
て
何
等
加
エ
す
る
こ

f

な

く
、其

の
儘
消
费
激
に
：供
給 

す
る
商
人
に
外
な
ら
な

' 

い
0

:

 

. 

: 

i 

:
:
:::
-

小
賣
商
は

M

に
：取

扱

：
ふ

貨
.

物
0

種

：類
：
の

數
I

を

德

準
I

し

て

：
：
，

■:
:■:甲

.
白

米

谪

0
|如〜

早

に

：1
:
:
種

.類

^
貨

物

；を 

;
;
;
乙

:

傲
屋
、薪

炭

商

、吳

.服
：店
、紙
商
，書
店
，余
物
：_
乾
物
商
等
の
如
く

.數
褪

.ガ
至

〖

數
十
褪
の
類
似 

貨
物
を
販
賣
す
る
も
の 

丙

:
種
々
雜
多
の
貨
物
を
販
賣
す
る

:?
>
の

.

の

3
隨
に
分
類
す
.る
こ
ふ
が
出
來
る
。
丙
種
の
雜
貨
店
は
停
車
場
、都
市
郊
外
の
.新
開
地
又
は 

小
町
村
等
に
於
て
多
。
之
を

_
へ
る
の
で
あ
る
が
、近
時
大
都
會
に
於
て
大
に
發
達

.し
つ
ゝ
あ
る 

百

«
店
も
亦
此
雜
貨
店
の

,:r

種
に
外
な

ら
な

い
。

最
後
に
小
賣
商
ば
«
織
の
性
質
又
は
規
換

の

小̂
を
標
準

ビ
し
て

甲 

^

'.::;: 多
.

耳
貨
店

：
' 

;
:
:

鐄
十
九
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檄
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1

〇

芮
リ
勸
，エ
場

0

賣
店
:;
:.
:

^

:
:
.丁：
公

|
餽
市
場

.の

:«
店

::

ホ

:戌
：

,.
，博

.
:
v 

.

己
緣
日
の
.露店

 

：

庚

：

興
他
の
露

「

店
ハ

：.：

,

.

辛」

行
商

.

V

の
八
補
に
分
類
す
る
こ
ビ
が
出

‘

來
る
，，
此
等
八
補
の
商
店
中
に
て
普
通
商
店
即
ち

1

般
小
賣 

店一

ミ
：
稱

す

る

も

：の
，
は

；：：店

：

@
:
.

の(

數
、其
今

 

物
の
品
目
の
數
，販
賣
の
總
量
並
に
賣 

:

揚
：.

總
：额

に

於

て

最

も

：重
.

：要
な
る
貨
物
の
供
給

5

ぁ
る
9

お
な
庇
毺
の
商
店
は
眞

I B

の
意
_

 

，に
：於

け

る

小

賣

店

で

あ

つ

て

褪
0

の
商

«

は
各

.

々
#
種
の
需
用
を
滿
た
す
爲
め
に
開
か
れ
た 

る
例
外
的
の
も
の

i

認
む
可
き
で
あ
る
。

:
'
::

而
じ
て
何
故
に
此

«
海
の

.

_ 

必

要
で
あ
り
、

又
重

嬰
で
あ
る

か
i

云

ふ

に
、
人
は

生
活 

.並 

'に
享
樂
の
爲
め
に
無
數
の
■貨
物
を
必
耍
ご
す
る
が
、大
多
數
の
者
は
此
等
の
貨
物
の
各
種
を 

ば
一

.
時
に
多
量
購
入
し

」

®
.く
の
資
力
、即
ち
，財
產
苦
し
ぐ
は
收
入
を
瑜
し
て
ゐ
な
い
。
又、各種

の
.

消
耗
.

品
を
ば
時
に
多
暈
に

'_

買
す
る
；を
将
る
場

'

合
に
於
て

'

も
、腐
敗
し
易
き

.

食
料
品
、例
へ
ば 

:

: ©
.

賺
、生

.

愈
類
、
^

肉
晴
野
菜

.

等
：は

.

日：：々

0

消
費
最
丈
け
買
入
れ
る
を
得
策

ゼ

す
る
'

。8

。ニ
>
| 

M

に 

,

又
、腐
敗
は

-

せ
ざ
'

る
I

’

貯
藏
に
大
な
る
面
賴
を
要
す
る
木
炭
、石
炭
、薪
等
は
物
置
の
空
地
の
許
す 

.

;

_

圍
を
超
へ
て
購
買
す
る
こ
を
，得
な
い
。

石
油
、揮
發
油
、ァ
ル
コ

I

X

等
の
如
き
危
險
物
も 

'

::

亦
多
量
に
購
入
し
：

t

;

斯
く
の
如

&

種
々
の
祺
情
が
あ
る
爲
ー
め

.

，に
^

費
#

の
大
多
數
は
各
種
の
貨
物
を
少
量
づ

> 

購
入
す
る
を
常
ご
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
各
世
帶
に
於
て
消
費
さ
れ
る
«
物
の
種
類
は
上
述
の 

如
<

非
常
に
多
い
の
で
あ
る
か
ふ
、家
庭
の
主
婦
は
食
料
品
及
び
日
用
ロ
⑽等
の
■買
入
れ
の
爲
め 

; 

頻
繁
に
外
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

.
-

從
つ
て
家
磨
に
多
ぐ
の
仕
事
を
有
す
る
〃
主
婦
は
外
出
す
る
每 

; 

に
遠
隔
の
處
に
赴
く
餘
暇
を

.

有
し
て
ゐ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、主
婦
は
出
來
得
る
：限
り
自
宅
の 

■

近

傍

：に
：て

總

て

の

買

物

を

爲

す

こ

で

：を

希

蕻

す

る
.

。
殊
に
酷
暑
又
は
嚴

.

寒
：の
.
候

又

は

天

氣

不 

良
0

日
に
於
て
然
り
で
あ
る

0 

.

此
主

«

の
希
蹲
に
副
ふ
爲
め
に
、多
數
の
小
賣
店
が
各
都
會
の
各
方
面
に
開
か
.れ
て
ゐ
る
の 

で
あ
.

つ
て
、多
く
の
場
合
に
於
て

.

は
、
#

家
庭
に
於
て
消
費
さ
れ
つ
、
あ
る
貨
物
は
同
圆
數
町

f t

.

第
十
九
卷

(
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：相
撝
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赍
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M

e

卸
相
場
芎
小
寶
相
#

の.關

係|;
就
咅
て
 

0
^
0 

一
二 

に
て
全
部
之
，を
買
求
め
得
ら
れ
る
や
ぅ
，

■に
な
づ

.て
ゐ
る
。
而
し
て
此
小
賣
店
は
斯
ぐ
の
如
く 

其
，の
近
邊
に

'居
住
せ
る
者
に

.日
常
消

®

さ
れ
つ

.

\

あ
，る

物

品

を

供

給

す

る

に

當

つ

て

、幾

多

特 

.極
の
，任
，務
を
粜
拕
し
て
ゐ
る
。
先
づ
第
一
に
冰
資
商
人
は
各
需
用
者
.の
嗜
好
を
研
究
し
て
夫 

れ
を

■

友
す
に
適
せ
る
品

_

の
貨
物
を

f t
X

を
貯
藏

し

馇
き
て
消
費
者
の
要
求
‘する
時 

に
提
供
す
る

f
 

.又
、顧

客

の
消

*

量
を
豫
測

; ^

て、間

_

^

く
' «

物
.を
消

*

者

t:
供
給
す
る
こ
ど 

を
怠
ら

深

い
。

M

に
.又
、小
賣
.商
は
新
た
に
產
出
若
し
く
は
製
作
せ
ら
れ
た
る
貨
物
を
顧
客
に 

提
示
ん
其
の

®

所
：：

を
：說
；明

し

て

、消

凝
' *

を
敎
育
す
る
タ
：
待

.
艺

し

て

は

叉

:«
物

を

消

費

者

め

家 

に配
：：

達

し

て

典

の

手
»

,

を
，雀

く

め

み

な
&

ゃ
、間
々
每
朝
顧
客
の
家
に
赴
き

S

日
の
霞
用
を 

.尋
^

て
後
刻
之
を

.
配
.，達
す
る
。

V

- K
k

商
人
は

一

貨
物
を
販
賓
す
る
每
に
現
金
の
支
拂
を
要
求 

せ
ず

i

て
‘

消
薇
者
に
取

b

て
*

も
便
利
な
る

.
時
期
、通
例
月
末

R

勘
定
を
決
濟
す
る
こ
ビ
を
許 

し
、現
：金

な

ぐ

し

て

貨

物

を

消

費

へ

す

る

の

便

宜

を

與

，
へ
T

ゐ
る
。

.:

小
質
商
が
消
费
漭
に
供
給
す
名
糊
々
の
貨
物
は
最
初
は
生
產

’
.

ょ
&
仕
入
れ
た
の
で
あ
つ 

て、小

®

'

商
は
從
つ
て
上
述

0

如
く
生
產
漭
ご
消
費
者
と
の
直
接
の
媒
介
を
も
行
つ
て
ゐ
ね
の

. 

で
あ
H

.

然
る
'!
:

人
.

ロ
M

稠
密
士
な
々
、稀
々

：

の
生
產
業
が

S

し
、交
通
機
關
が
普
及
さ
れ
、

多
く
の
货
物
が
生
產
せ
ら
れ
た
る
土
地
に
於
て
消
费
さ
れ
ず
し
て
、生
産
地
ご
消
費
地
占
が
與 

な
る
に
至

i

R

從
ひ
、小

®

商
人
は
生
產
達
消

#

者
ビ
の
間
に
於
け
；る

.

直
ゆ
媒
介
者

i

し
て 

の
任
務
を
充
分
に

_

す
こ

^'

が
出
來
な
く
な
つ
た
。
其
の
皿
由
は

t

e

に
J I

文
に
於
て

K

明
し 

た
が
、荷
ほ
補
足
す
る

4

t .
.

れ
ば
、小
賣
商
は
原
則
ビ
し
て
多
種
の
貨
物
を
取
扱
ふ
の
で
ぁ
る
か 

ら
、劳
し
各
秈
商

®

の
_

«

地
が
遠
く

®

た
つ
て
ゐ
て
は
，仕
入
れ
に
餘
卜
多
く
の
乎
數
€
時
間 

占
費
；用
を
要
し
、且
つ
良
品
，の
選
擇
を
自
由

('
:

行
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
。
加
之
•多
く
の
小
賣
商 

は；
*

， *

な
る
が
故
に
、各
糊

.

貨
物
を

'

|

時
に
多

.

量
に
仕
入
れ
る
こ
と
を
得
な
い
が
爲
め
に
，速
送 

.
に，此

.

較
的
多

C

の
失
®

を
負
擔
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

'
 

其
の
結
*
と
し
て
上
述
の
如
く
卸
商
が
發 

生
す
る

-

こ
士
に

«

つ
た
の
で

.

あ
る
。
 

,

.
此
卸
商
、即
ち
小

.賣
商

.A:
に
‘
®
物
を
供
給
す
る
商
人
は
通
例
小
賣
商
人
ょ

b

も
資
本
を
多
く 

有
す
を
者

^

ぁ
つ
ボ

‘信
用
も
自
ら
齋
い
。
從
つ
て
卸
商
は

.1

時
.
に
多
量

0
:貨
物
を
生
產
：地
ょ 

b

取

W
:
せ
之
を
貯
藏

t>
て：置

'
f
こ

€
が
I出
來
る
。
，此
卸
商
の
貯
藏
は
物
價
の
安
定
に
大
な
る 

貢
献
を
な
し
て
ゐ
る
こ

i

を
.：忘
却
し
て
は
な
ら
ぬ

.。
s

o

!

e又、卸
商
は
多

®

の
貨
物
を

r

時
に 

運
送

.す

.る
；
.爲
め
に
、運
賃
を
節
約
し
で
、貴
價

.■を
比
較
的
低
く
せ
し
め
て
ゐ
る
。

M

“

卸
商
に
就

笫十九

'卷

(

八T

七〕

' 

卸相場

V

小
窻
相
湯
の
關
係
！

1

就
告
て 

I
笫
六
號
.

I

H

:



.第

十

九

卷C

八
►—
.八)

卸
相
#
ど
小
賢
相
湯
の
關
係
に
就
き
て
 

第
六
^

一
四

:̂
, 

i
留

K

す
可
き
热
は
*̂賣
商
は
多
數
の
貨
物
を
取
扱
ふ
者
で
あ
る
に
反
し
、

a

商
は
少
數
の 

'
,
¥類
の
貨
物
を
賣
；買

.す
♦
を
^
則
と
し
：て
ゐ
る
結

®

1
Cし
て
、小
賣
商
よ
り
は
取
极
貨
物
に
關 

す
る
専
門
的
知
識
深
{
從
つ
て
仕
入
れ
の
技
術
も
進
ん
で
ゐ
る
こ

t :

に
外
な
ら
な

い。

:ぐ

®

す
る
に
小
賣
商

k

消
費
；者
に
對
す
る
販
賣
を
其
の
專
門
業

士

し
、卸
商
は
钽
產
業
者
よ
ぅ 

の
仕
入
れ
を
輿
，

P9
ビ
.
'な
し
て
、生
產
者
と
消
費
考
と
の
，間
に
於
け
る
媒
介
の
分
業
を
行
つ
て
ゐ 

.る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、國
民

.經
濟
が
益
々
發
達
し

*貨
物
の
集
散
が
祓
雜
ご
な
る
に
從
ひ
、
 

卸
商
の
仕
入

®
域
が

—

®
大
ネ
れ
る
に
至
つ
た
結
果
と
し
て
、

®
商
自
舞
の
間
に

も
分

業

が
行
は 

れ
る
：や
ぅ
に
な
つ
た
。
即
^
或
る
商
人
は
生
產
者
ビ
卸
商
占
の
間
に
於
け
る
媒
介
者
ぐ
な
り 

.て
•生
產
者
：よ

i

る
貨
物
を
集

.
め
，て
之
を
卸
商
に
引
渡
し
、卸
商
は
之
を
貯
藏
し
屘
き
て
需

H 

の
-あ
る
每
に

^

«
商
へ
に
販

;«
す
る
の
で
あ
る
。
此
生
產
者

€
卸

商

.ど

の

間

に

於

け

る

媒

介

者
 

き

®

常

W

買

人
ビ

稱

，し
、仲

，買

人

よ
b
.貨
物
を
引
取
る
卸
商
は
問
屋
ビ
名
け
得
る
。
觅
に
又
卯 

馬
.
i
小
賣
商

£
の
間
に
も
時
ご
し
て
は
仲
介
渚
が
あ
つ
て
，間
屋
よ

h
商
品
を
仕
人
れ
て
之
を 

小
資
商
人
に
卸
し
て
ゐ
る
。
卸
商
間
に
於
、け
る
此
分
業
に
依
り
て
仲
買
人
は
生
產
槳
者

よ

り
 

の
仕
入
れ
を
分
擔
し
、問
屋
は
貯

«

に
：附
隨
す
る
總
て
の
危
險
を
負
擔
し
、問
屋

i

ト
寶

1

士
の

問
に
於
け
る
仲
介
者
は

!/
)
>賣
商
に
對
す
る
貨
物

^

供
給

に
伴
ふ
费
用
ビ
手
»
々
危
險
を
負
ふ 

'0
任
に
當
つ
て
ゐ

.
'る
の
で
务
る
，。

;

へ
斯
く
の
如
く
商

:A
は
亦
賣
商

i

卸
商
と
；に
分
れ
，卸
澈
は
仲
買
人
、問
屋
"並
に
伸
介
者
の
別
あ 

る
せ
云
ふ
も
、總
て
の
貨
物
は
勿
論
生

*

者
よ

-

先
づ
仲
買
人
に
引
渡
さ
れ
、夫
れ
よ
ぅ

問

屋

、
#
 

.介
者
、最
後
に
小
賣
商
の
.手
を
經
て
始

め
て

，消
*

者
に
供
給
さ
れ
る
の
で

な
い
。

.或
る
貨
物
は 

生
_
_產
乘
者
よ
り
問
屋
に

，
®
:

却
さ

，
：

れ
、問
屋

.よ
ぅ
直
ち
に
小
賣
商
に

.
供
給
さ
れ

6

こ
と
も
あ
る
。

又
時
：
i

し
て
は
或
る
貨
物
は
：問
屋
，を
經
す
し
：て
直
ち
に
小
賣
商
に
©
賣
せ
ら
れ
る
こ
と
あ
る 

の
み
.

な
ら
：す
、小

賣「

商
♦

介
せ
ず
し
て
直
接
消
費
者
に
供
給
せ
ら
れ
る

乙

W

す
ら
あ
る
。
を

®

 

者
；が.斯

 
<

 

の
如
く
，直

*

消
費
.

者
に
，生

産

：物

を

賣

捌

い

て

ゐ
.

る
場
合
に
は
、小
賈
業
を
兼
營
し
て 

ゐ
々
も

.

の
.V

J

看
.

做
し

#

;

る
。

\

询
ほ
此
種
の
小

«

槳
# :
.

營
の
：生
產
者
の
外
に
ノ
ー

 

般
に

は
生
產

.業

i

も
將
た
又
小
寶
業

ご
も 

看
做

さ

れ
て

ゐ

な
い

が

、其

の

性
質

上
：此

.

雨
業
を
粲
營
せ
る
事
業
が
®
く

な

：い
o

此
種
類

の

事 

業
に

®
す
る

も

の
へ
數
例

S

し
て
、

j

方
に
於
て
は
燈
火
又
は
動
力
を
供
給
せ

る
®

斯
業
及
び 

電
氣
.

業
等
又
一
方
に
於

.；
て

，
は

料

，
理

店

，
船

屋

、
蘅

麥

屋

等
の
.飮
食

店
を
擧
げ
得
る
。
泥
斯
業
並
に

笫
十
九
卷

(

八1

九)

卸相場

W

小
寶
相
場
の
.關
係
に
就
合
て
 

第
六
號 

一
五



.
第十
*

卷

(

八ニ o
)

卸相場

W

小
僉
相
擞
の
搁
係
に
就
き
て

 

第

六

虢
r

ハ
，

.

電

氣
.

業

等
a

石

炭

及

：び

其

，他

，
の

材

料

を

ば

.

失
れ
ぐ
卸
商
ょ
ぅ
購
入
し
、芄
斯
又
は
電
流
を
製 

造
し
て
、之
を
個
人
の
住
宅
に
供
給
し
て
ゐ
る

9

電
流
は
往
々
に
し
て
製
迤
工
©
、■
堪
業
等
に 

:

動
力
せ
し
て
供

^

せ
ら
る
：

が
、

典
供
，給
は
卸

®

ビ
看
倣
し
得
る
。
又
、料
理
店
、鮪
屋

#

麥
屋
等 

は
原
科
を
ば
卸
商
ょ
り
購
入
し
、

*

れ
ぐ
食
料
品
を
製
作
し

«

接
消
費
者

IZ
供

給

し

て

ゐ
る

の
で
あ
る
。
 

.

.

.

.

.

.

• 

f
e
o 
.一
 

o 

"Hheodore Macklin-'-Mfscient; MarketiE

tfQ
.'for .Agriculture, >Jew York, 

1922,'D, 196.-

,

.

胜
O

J

O

s
.

 

2
1
1
.

訪
o三
。

Macklin, ICC, cir p. 145. 

, 

v 

:

:
:

:

;

;
 

,

' 

;丨
第
：
1
1
1節

，卸

相

場

ヒ

小
'賣
相

.場
ご
の
開
き

/

;

大
多
數
の
贺
物
は

"
生

it
者

I

:卸

消

费

渚

の

順

序

に

て

生

產

漭

ょ

り
 

■消
费
潘
.の
手

に
移
る
：の
で
ょ
の
る
か
ら
、小

賣

州
«

、即
ち

小

賣

商

の

消
®

^

ょ
:♦
>

■

要
求
す
る
價

格
. 

が

如
;«
場
、
即

ち
^

商

が

: ^
賣
商
に

® :

物
を
卸
す
場
合
の
價
格
》

も
高
き
は
言
ふ
ま
で
も
な 

.
，
し

而

し

て

此

兩

相

場

：の
.
差

は

小

賢

商

の

：營

業

费

に

*1
當
し
て
ゐ
る
。
抑
も

j

個
の
貨
物
が 

消
®

者」

に

供
給
せ
ら
'れ
る

迄
1:
_

 

U

た
る
諸

'純
の
费
用
は
之
を

左
.
の

如
ぐ

分
類
す
る

こ

W

を

者
の

負
»
す
る

狭
義
：の

；：

生
產
费

：'
;

ニ
、生

.

產

訑

ど

消

：舞

地

ビ

：
の

：問

の

連

送

费

 

，：

::
.:
:

:ン芎 

：
:
:

:

■

四
、小
賣
商
の
營
，業

®

— 

：：：

.

.

.

.

.此
の
內
生
產
恶

- 0

負
« !

す
る
狹

*

の
_

生
库
费

€

は
普
通
填
に
生
產
费

i

稱
す
る
も
の
に
外

な

&

な：S

の
で

♦

る
が
、

,

語
は
時
ビ
し
て
は
廣
義
に
用
ひ
ら
れ
，運
賃
を
も
含
ま
せ
る
こ
ビ
も 

あ
；
.る
か
ら
、益
に
被

『

狹
籤

「

の』

な
る
形
容
詞
を

0
せ
し
め
た
。
次
に
第
二

0

運

^

费
ビ
は
汽
雄
汽 

:
■
船
孵
舟
等
の
運
賃
の
み
な
ら
ず
、貨
物
を
.生
齑
地
ょ
り
消
费
地
に
連
送
す
る
：爲
め
に
要
す
る
總 

:

:
.:
.

.

T

:̂#
:-
;

f

ベ̂
は

^

造

«

:'
«

:^
«

汽
取
又
：は
汽
船

.の
運
賃

®

取

#
•保
險
料
、運
送
中
の
利
子
等 

を
钽
タ
し
て
ゐ
る

o::

此
，運

送

费

の

中

;#
に
或
る
場
合
を
限
り
職
出
費
は
生
產
者
が
員 

擔
す
る
も
の
な
る
も
、他
は
普
通
卸
商
が
支
出
せ
な
け
れ
ば
な

.ら

ぬ

。
 

：
： 

次
に
卸
商
の
營
業
费
士
し
て
は

(

一
/1
/

«

#、

(

.ご
倉
诹
费
、

(

三)

設

備

«
*

(

四
}什

器

锻

、

(

瓦)

燈

火

费(

六) 

睃

&

4

‘
::
^

k

n災

保

險
，»'
*(

八)

運
轉
資
金
の
利
子

(

九)

經
營
喪

'
十)

店

員

®
、

(

.十一

)

營
業
の
危
險
に
對

_
笫
1
■
'

九
餘

.

(

八
一
二
.

)

：

.卸州
#

ミ
小
资
相
勘
の
關
係
に
就
き
ズ
 

.

第」

、蛾 

*
七



第

十

九

卷(

八
ニ
ニ)

卸
相
勘
せ
小
賢
相
場
の
關
係
！
1就
吾
て「 

第
一
ハ
號 

一
八

す
る
補
償
ぺ
十
ニ
藝
業
稅
、
+

三)

雜
费
等
を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
等
の
费
用
は
■一

 

定
规
模 

の
營
業
に
於
て
且
つ
一
宛
の
時
に
於
て

は
、營
業
税
を

除
く

の
外
は
，略
ぼ

j

定
し
て
居
つ
て
、貨 

物
取
：极
高
に
比
例
し
て
增
減
：す
る
，も
の
で
は
無
い
。
而
し
て
此
營
業
费
は
價
格
の
一
部
分
と 

し
て
囘
收
さ
れ
る
も
の
で
：ぁ
る
か
ら
、各
紅
商
の
販
賣
す
る
貨
物
の
數
量
が
多
け
れ
ば
多
さ

に
 

從
'

ひ
、一

.單
位
に
對
す
る

.

營
業
费
の

.

振
當
額
は
減
少
す
る

0

換
言
す
れ
ば
、賣
揚
高
の
增

す
に

從 

ひ
、
卸
商
は
卸
相
場
を

「

引
下
げ
得
る
の
で
ぁ
る
。：

最
後
に

.

小
賣
商
の
營
業
費
は
左
の
如
ぐ
其
の
內
容
を
大
別
す
る
こ
ふ
か
出
來
る
。

(

甲)

，;營
業
の
繁
网
に
依

.
-
て̂
，伸
縮
ず
る
：こ
，ど
：少
な
き
一
般
經
廣 

:
|

(

乙)

：
販
賣
量
に
正
比
例
：し
て
.僧
減
す
る
商
品
費

レ 

:(

丙)
「

此
兩
者
の
性
質

「

を
併
有

^
る
费
用

''

右

0「

中(

甲)

に

屬
す
る
 

一
«
的
—

ビ
し
て
は 

(

ご
店
解

®
'

1

1)

倉
庫
©

、

(

三)

設
.

僩
费
、

(

四)

什
器
®
、

(

五)

燈
火

奴
、(

六)

暖
爐

»(

七)

廣
飪

«
、

(

八)

火
災
保

險 

料
、(

九
蓮
：轉

資
金
の

初

字
、?
,

_

瞥
®

子」

ご
店
員

®

(

十
一
一
；營
業
の
危
險
千
三
藷
雜
费
等
を
擧
げ

得
る
。

(

乙)

商
品
費

ビ

し
て
計
上
す
可
き
は

(
j

苞

.裝
数
，(

ニ)

配
達

®
，

(

三)

註
文
取

©
.

(

四)

貨

倒

等

 ̂

あ

る

最

後

に

(

用)

並
に

.

(

ー乙)

の
^

®
を
冇
す
る
も
の
ど
し
て
は
營
業
税
並
に
發
品
補
塡

t

を

0 

价
す
る
を
妒
げ
な
ぃ
。
，
我
國
の
營

■業
稅
に
於
け
る
が
如
く
、從
業
員
並
に
賣
揚
高
に
課
稅
す
る 

ビ，す
れ
ば

#

業
員
に

»

す
る

.，税
金
は
繁
如
に
依
り
て
多
少
は
增
減
す
る
も
、必
ず
し
も
典
關
係 

.

は
誇
接
で
な
い

' が
**
賣

#

高
に
對

.す
る
課
稅

.は
勿
論
：

»

揚
，金

に

正

比

例

じ

，て

伸

縮

す

る

が

故

に

、 

.營
業
税
の

！

部
分
は
比
較
的

.：：|
般
經

«

に
近

5

も
の
で
あ

.つ
て
.他
の
一
胄
分
は
商
品
の
寶
行 

ど
：同比
炉
に
增
減
す
る
も

9

で

あ

る

る

。

次

に
廢
品
補
塡
费
は
；(

ニ
食
料
品
の
如 

ぐ
腐
敗
し
易
き
貨
物
が

.廢
品
と
な
つ
た
場
合
の
損
失

1

二

®

硝
子
，硝
子
器
、*
戶
物
等
の
如
き 

:破
：：辑
し
為
き
貨
物
が

_

品
と
：：な
つ
た
ビ
き
の
一
損
失
と
に
分
つ
こ
ど
を
得
る

.
’が、前
者
は
商
品
の 

販
：賣
：量

0

«
加
に
比
：例
し

I
.て
膨
脹
せ

.ざ

る
.
0
:み
か
却
つ
て
減
少
し
、後
者
は
販
賣
量

S

正
比

㈣ 

it
:
猶
減
す
る
の

.ft
向
を

^

し
て
ゐ
る
。
何
故
か
ふ
云
ふ
に
^
料
品
の
賣
行
良
好
な
れ

ば
、
商
品 

の

f

r
代

_
 %

频
繁
に
行
は
れ
、腐
敗
品
を
出
す
こ

士

.
か少
な
ぐ
な
る
が
、

p

戶

%
、f
=子
^
^
こ
 

ぬ
: >

て
は
賣
行
ヵ
;£
1

け
れ
ば
、商
品
に
手
を
觸
る
、
機
食
が
，夫
れ
に
連
れ
て
多
く
な

\

0

つ
て 

破

賴

も

，
自

ら

增

：加

す

る

か

ら

で

あ

る

。

..

.

..
, 

.

第

十

九

卷(

八
ニ 
5

卸
相
曾
小
馊
相
勘
の
.關
係
に
就
さ
て

 

笫
j

一
九



-

浓
.十
九
卷

(

八
ニ
四〕

卸
相
場W

小
资
栩
勘
の
關
係
！

I

就
き
て 

笫K

號 

ニ
〇

''
:

:
;斯
く
の
如
く
小
賣
商

.

の
：、筆

業

費

は

，
ロ

 

を
有
す
る
營
業
に
於
て
且
つ
一
定
の
時
に 

於

て
.

は
、賣
衍
の

a

不

&

に
拘

ら
す
略

ぼ

一.定
し
て

ゐ

る

双

用

ど
販
賣
暈
に
比
例
し
て
增
減
す 

る
费

J1
1

ビ

を
含

む

も

の
で

あ

る

か

ら
K

寶

最

の
增
加

す

る

に
從

ひ
、卸
商
の
場
合
に
於
け

る
ビ

.

.

.

.

.し：て
振
當
て

&

る
可
き
營
業
*
の
割
前
は
低
減
す
る
の
傾

®
>
=
v

 V

は
肺
賣
業
に
於
け
る
よ

6

も*販
寅
髮
に
比
例
し
て 

架
ど
し
て
ニ
個
當
り
の
營
業
費
の
遞
減
率
は
卸
責
に
於
け

る 增 向 向國
じ
く

、小
.資

貨

物

の 

一
m

位
に

對 

を
布
し
て
ゐ
る
。

唯
•
小
M

業
に 

,減

す
る
©
用
が
比
較
的
多
き
結

よ
.
f
c
o
- 
40 

い
。
.
：

. 

. 

.

小

質

商

の

賣

揚

，高

，が
if
加
す
る 

ネ
ソ
ク
州
の
農
咖
試
驗
所
に 

小
寶
商
の
部
均
勤
賣
高

.
''
:: 

.

:
:
-1;
、六

三
〇 

|
;
.三
〇
、

五 

一
9
 

四
八
、
六
七
六
へ

に
從

ひ

#

業
费
の
制
合
が
遞
減
す
る
こ
ど
に
就
き
て
は 

於
て
調
畓
じ
た
も
の
が
ぁ
る
か
ら
、左

に

紹
介
す
る
。

(

註。一

ぃ

：營

業

：费

の

割

合

.
:'
'

1
。

三
四

.

'

一•ニ
六

 

‘

7
ニ V

リ 米

七

1
"
七

八

七

：：：

：:

7

ー
四

此
調
赍
の
菽
礎
ヒ
；な
つ
た
小
资
店
の
柿
類
並
に
敷
が
明
か
で
な
い
が
、右
表
に
示
す
所
に
據 

れ
は
、平
均
賣
揚
高
が

..
'

i

捣

I
,

平

卯

の

：
小

賣

店

即

、
ー

ち

小

規

模

の

小

賣

店

l:
ff
i

り
'て
は
營
業
费
の 

霞
合
は

.
f

t
三
分
四
厘
で
あ
る
：

^>
、賣
揚
高
の
多
ぐ
な
る
に
連
れ
其
割
合
は
減
少
し
、七

^

千
七 

W

八
十

.七

弗

：
の

平

：
均

.販
責
高
に
對
し
セ

.は

1
削
一
分
四
厘
に
な
ゲ
て
ゐ
る
。

M

以
上
略
述

し

た
る
如

へ

各
货
物
の
供
給
费
は
ニ

 )

狄
義
の
生
產

費

、

(

ニ)

運

送
费
、(

三)

卸
商
の
營
業 

。
多

亦

に(

四)

パ
寶
商
の
營
業

*

を

^

む
も

の

で
あ
る
か
ら
、卸
相
場
は
小
ノ
ぐ
ビ
も
狹
義

0

生
康
©
、
 

運
送

f

並
に

4

商
の
營

.寒
费
の
合

»

に
相
當
し
た
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

a

而
し
て
琴
し 

造
產
業
漭

ビ

卸
商
せ
の
間
に
一
一
人
又
ば
數

A
:の

#

買
人
が
介

.在
し
て

^'
る
•ど
す
れ
ば
‘此
仲
立 

業

Q
.

營
樂
费
も
亦
卸
相

©

の

「

部
分
ど
な
り
て
"小
賣
商
が
負
擔
せ
ね
ば
な
ら
飞 

.:
尙
ほ
間
屋
が
直
接
小
資
商

R
商
品
を

®

さ
す

し
て
、仲
介
者
に
貨
物
を
卸
し
、此
巾
介
渚
が

h 

賣
人
に
販
賣
す
る
ど
す
れ
ば
、小
責
人
に

取

.り

て
は
此
仲
介
潘
に

+
.X
拂
ふ
價
格
；か
即
ち
»
相
妨 

で
ぁ
る

.
此
接
合
に
は

®

射
場
に
此
仲
介
業
者
の

•
營
業
费
が
含

^

れ
て
ゐ
る
の
は

(

B

ふ
ま
で 

も
無

' 
ぃ
9
.
: 

*

::
:
:次

^
 

棚
場
；に
小
寶
商

P
營
：|業
费
を
加
へ
た
も
の
に
相
當
す
る
。

尙
ほ
卸

第
十
九
卷

c

八1
1

6

卸
相
f

小
资
相
揚e

關
体
就
き
て
 

笫
1

ニ
！-
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(

八
ニ
六)

.
卸
相
擞
ミ
小
资
相
場
の
關
保

‘LL

就
告
て 

0
^
0 

一
二
一

商
ょ
&
ィ
賣
商
へ
商
ロ

5
を

31
搬
.
^
達
.す
る
の
费
用
は
卸
商
が
負

*

す
る
こ
ビ
■も
あ
れ
ば
、又
，小 

賣
商
の
僉
爝
士
な
る
こ
も
あ
る
。
，此
運
搬
費
が
卸
商
の
負

*

と
な
る
ふ
き
に
は
卸
相
場
が 

夫
れ
丈
け
引
上
げ
ら
れ
，小
賣
商
が

「

支
拂
ふ
場
合
に
は
小
賣
祁
揚
の
一
.部
分

ぢ

な
る
。
從
つ
て 

卸
：相

.場

W

小
賣
相

■場
ビ
：；

^
_開
き

.'«
、卸
商
の
配

.達
费
が
卸
商
の
負
擔
た
る

e

き
に
は
、小
賣

商

の
 

營

業

費

ビ

一

致
す
る
の
.傾
向
を
有
し
、此
配
達

#

が
小
賣
商
の
負
擔
と
な
る
ビ
き

R

は、小
寶
商 

の
營
讀
奴
並

K
此
：配
達
費
の
合
計

s 

I

致
す
る
に
至
る
の
傾
向
を
持
つ
て
ゐ
る
。

以

±
.
說
明
し
た

.る

.，卸
栩
場
並
に
小
賣
相

_場
，に

就

き

て

は

利

潤

に

關

し

て

j

言

も
論
及
し
な 

か
つ
た
が
故
に
、或

^

奇
興
に
感
す
る
讀

.者
も
あ
ら
ぅ
ビ
思
は
れ
る
。
菩
し
^
商
ぞ
一
產
產
溝 

に
支
拂
ひ
た
る
：原
價
、

(

ニ)

自
巳

の
负
擔

せ
る
運
送

®(

.ニ)

營
業
費
の
合
計
に
て
貨
物
を
小
賣
商
に 

卸
じ
且
つ
小
賣
商
が

(.1,)

卸
商
に
支
拂

'
 
ふ
た
る
原
價
、

(

ニ)

卸
商
ょ
り
の
運
搬

©
、

(

三)

營
業
费
の
總
計 

.に
；相

■■第
す
る
植
段
を

^
:
て
._.,
消
费

^
:に
販

.賣

.す

.

.る
'も
.の
で

.あ

.る
-ど
す
れ
ば
，物
：

品
'販
.寶
業
に
は
何 

等
の

利
益
と
云
ふ
も
の
が
無
い
。
而
か
も
何
等
の
利
潤
を
擧
ぐ
る
こ
：ぢ

を

れ

ば

、可
人
が 

手
數

A

危
險

と
を

負
擔

し
て

商
店

を
維
持
す
る
の

愚
を

^

ぶ
で
あ
ら

y

か
ど
質
間
す
；る
人

. ̂

あ
る
か
も
知
れ
な
：い
。

然
し
な

が
.ら
、上

文
に

略
ー
說
し
た
る
營
業
费
に
は
、卸
商
に
せ
ょ
将
た
又

i：

::
4

賣
商
に
せ
ょ
總
て
商
入
が
販
賣
業

^

從
事
す
る
際
に
支
出
又
は
..負
擔
す
る
こ
と
を
要
す
る 

費
用
の
：
全
部

を
念
爻
|>

め
て
ゐ
る
、の
で
.

あ

：づ
：：
て
、
營

業

遨

自

身

の

勞

働

に

對

す

る

報

酬

费

を

も
 

亦

：經

營

费

の

名

稱

の
T

に
.

計

上
.

し
て
置
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、此
營
業
費
の
'割
前
を
ば
股
檟
に 

加
算
.

し
た
る
金
額
に
；相
：當
す
る
：價
格
に
て
販

I

賣
す
る
限
り
は

*

何
等
の
損
失
な
き
は
勿
論
、營
業 

主
は
生
計
を
立
て

:v
行

け
る
の
で
あ
る
。
即
ち
此
營
業

«
を
ば
各
貨

»
に
振
當
て
た
る

剖

前 

ンV

原
：
®

と
の
合
計
を
小

: ®

相
場

)

若
し
/

く
は
：
.
.卸
：相
場

W

し
て
販
賣
す
れ
ば
，何
等
餘
剩
は
無
い
が
、

'少
X

も
生
活
费
丈

け
は

收
得
出
來
る
，の
で
あ
る
。

丨
.勿
論

.此
；營
業
費
は
貨
物
の
性
質
に
依
り
、且
つ

±

地
を
离
に
す
る
に
從

a
j尚
低
あ
る
の
み
な 

ら
免
同
ー
市
町

.村
に

,

で
同

®

の」

商
品
を
取
扱
ふ
販
賣
業
者
間
に
在
ぅ
て
も
人
每
に
弭
違
し 

て

ゐ
る
。
此
逕
庭
が

(
I
)

營
業
主
の
經
營
技
術
の

.巧
拙
、(

a

の
適
否
、

(

三)

資
金
の

■多
寡
、(

四) 

販
賣
最
の
多
少
等
に
依
り
て
生
す
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。

'

而
し
，で

茲

に

小

：_

相
場

^

;
原
顧
ど
：營
業
費
ど
の
合
計
が
二
致
す
る
の
傾
向
を
有
せ
ぅ
^
云 

>

場
：合
：：に

は

此

營

業

費

は

最

も

高

き

：..

1

個

當

り

，の

營
*

費
を

•負
儋
す

.

る

商

人

の

營

業

#

を
赁 

味
し
で
ゐ
る
。
換
言
す
れ

(

ば
、小
寶
相
場
決

^

の
一
耍
素
ど
な
る
營
業
费
は
-限
界
商
人
の
營
業

浓十九

^

(

八】一.

七)

卸

相

勘

》

小
齊
；
相

場

の

關

係

|:
就
合
て 

.

'

第

4

(

J

.

.
二
三
.
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八
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卸
抓
櫞
ミ
小
资
相
揚
の
關
保
！

I

就
^
て 

第
六
號 

ニ
四

费
に
外

な

ら

な

ぃ

.0

然

ら
ば

何
故

^

消
费
者
は
販
寶
技
術
の
最
も
拙
劣
な
る

、
«
金
の

最
も
缺 

乏
せ
る
且
つ
販
賣

M

の
最
も
少
な
き
、即
ち

.

.
*も
劣
等
な
る
商
人
の

■營
業
费
を
負
擔
し
な
け
，れ 

ば
な
ら
ぬ
か
ふ
会
ふ

に
、或

る 

一
®

地
方
に
於
け
る
各
貨
物
の
需
用
を
滿
'た
す
に
は
此
限
界
商 

人
の
供
給
額
も
必
要
で

あ
つ

て
、游
し
此
商
人
.が
開
店
し
て
ゐ

な
ぃ
と
す
れ

ば
、需
州
は
供
給
に 

超
過
す
る
結

*

ど
し
て
、霄

用

：考

間

ー

競#-
起

ネ

て
«

格
が
幾
分
か
騰
：貴
す

6

こ
と
に
な
る
。
 

然
し

®

し
«

格
が
上
昇
す
れ
ば
、新

..た

.に
競
：爭
者
が
加
つ
て
來
る
。
此
新
來
者
は
經
驗
な

&

か
、
 

或」

は

:±
地
に
馴
れ
ざ
る
爲
：

$
、營
業
费
が
比
較
的
高
き
結

*

ビ
し

て
限
界
商
人
の
地
位
を

占
む 

.る
こ
士
に
な
る
。
而
か
も
供
給
が

.此
競
爭
者
の
參
加
に
依
り
て
增
加
す
る
か
ら
、價
格
は
以
俞 

の
値
に
低
落
す

る
。

此
際
即
ち
價
格
が
騰
貴
し

.た
る
と
き
に
、

在
來
の
商
人
の
中

に
て

是
れ

ま
で

限
界

商
人

の
提 

供
し
て

ゐ
た
貨
物
を

供
給
す
る

者

が
あ
ら
，

>
,
i思

ふ
人
も
あ

る
か

も

知
れ

ぬ
が
、

普
通

商
人
は 

自
力
の
限
度
ま
で
，貨
物

を

供
給
し
て
ゐ

る
.か
ら
、限
界

競

爭
者
が
廢
業
し
た

て

直
ち
に

M

寶 

量
を
增
す

こ
i
を
得
な
い
。

游
し
夫
れ
"か

可
能

で
.あ
る
：

?
す

る

な

、ら
ば
、是

れ
^

で

R
te
に
販 

賣
晕

を

僧
し
、夫
れ
に

依

>

て

1' 

個

當
り

：0
營
業
费
を

_

減
し
て
：ゐ
る
箬
で
あ
る

。

.

,
又

1

定

地
方
に
於
け
る
一
貨
物
の
需
用
が
或
る
原
因
の
爲
め
に
膨
脹
し
た
結
煨
士
し
て
、

市 

猶
が
騰
貴

す
れ
ば
、

»

た
に
競

爭
茬
が

加
は

b

て
、此

新

來

者

'が

普

通
限
界
商
人

占
な
り
、是
れ

1
 

で
の
、

限
界
商
人
は
限
界
上
の
商

人
士
な
る
。

之
に
反

し
て

若
し
其

貨
物
の
：雷
用
が
減

0
し
た 

爲
め
じ
、市
價

が

永
久
に
低
落
し

^

と
す
'

れ
：
ば
，
限
界
商
人
は
最
早
.其
の
營
業
に
て
生
計
を

立
つ 

る

こ
と
不
可
能
ビ
な
り
て

轉
業

す
る

に
至
り
、是
れ
ま
で

限
界
商
人

の
直
ぐ
上
に
位
し
て
居
つ 

た
商
人
が

是
れ
ょ

6

限
界
商
人

ど
な
る
の
で
，あ
る
。

1

定
地
方
に
於
け
,
此
限
界
商
入
は
必
す
し
も
一
入
で
は
無
く
し
て
員
入
も
あ

$

得
る
が
、

.
 

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.'
 

-

其
の
多
少
を
論
せ

ず
、一
.
定
臨
域

.に
於
け
る
他
の
販

W

人
は
限
界
上
の
商
人
即
ち
限
界
の
上
に 

立
つ
商
人
で
あ

つ
て
.、

服
界

|滴

^

ょ
り
も
攻
較
的
低
き
營
業
費
を
炱
儋
し
て
ゐ
る
。
而

し
て

限 

界
商
人
の
營
業
費
と
此
限
界
上
の
商
人
の
營
業

費
と
の

差

は

@

#

.商
人

の

收
得

^

な
る

も

の
 

で
あ
つ

.て、此
餘
剩
は
優
秀
な
る
販

I質
技
術
、豐
富
な

；

る
資
本
等
に
對
す
る
報
酬
で
あ
る
。

斯 

< 
の
如
く

®

商
ぽ

_

己
の

'營
：業

«

を
原
價
に
加
へ
て
卸
値
段
を

«

め，小
賀
商
は
卸
値
段 

^
華
己

^

營
業
费
を
加
算
し
て
小
賣
値
段
を
定

め̂
ガ

 

か
ら
、卸
商
と
小
賣
商
が
生
產 

0
ど
消
费
者

i

の
間
に
介
在
す
る
こ
士
は
夫
れ
丈
け
各
貨
物
に
對
し
て
結
局
消
#
者
が
支
挪 

笫
十
九
怨

(

八二九

)

卸相
f」

小
齊
相
揚
の
關
係
に
就
^
て 

第
六
號 

ニ觅



.第十九怨人八三〇

.

〕

卸相場

W

小资相場の關係

I:
就
き
て

::
ン
笫
六
魏
 

二六
 

ふ
代
横
を
高
く
し
て

‘
ゐ
る
も
：の
で
あ
つ
て
、從
つ
て
若
し
商
人
の
介
在
を
除
去
す
る
こ
と
を
哿 

れ

ば
、物
«

は
餘
程
低
落
す
，る
に
至
る
で
あ
ら

ラ

ビ

速

!?
'

し
て
は
な
ら
ぬ
。
今
日
吾
人
の
商
人 

と
稱
.し
て
ゐ
る
も
の

，が

:#
在
.す
る

e

否
ビ
に

㈣

ら
ず
、
®

物
を
ば
生
產
者
の
手
ょ
ぅ
收
集
し
て
、
 

之
を
最
も
經
濟
的
に
消
袭
奢
に
配
絡
す

る
に
は
何
等
か

Q

機
關
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

0 

に
鐡
遒
ふ
汽
船

♦か
め
る
丈
け
で
は
充
分
で
無
い
。
何
人
か
-
生
產
物
を
各
地
の
消
費
者
に
過 

不
足
な
き
や
ぅ
分
配
せ
ね
ば

_な
、ちぬ
。

.

®
か
，も
此
仕
：事
を
な
す
に
は
莫
大
の
費
用
を

5?
す
る 

の
I
は
言
ふ

ま
で
：，
も

-«
い
。
現
代
の
商
人
は
此
费
用
を
負
擔
し
つ

V

貨
物
の
配
給
事
業
を
營
ん 

で
ゐ
る
の
で
め
る
：

0
:
:
,
,

此
商
入

|の
.負
猶
し
つ
、
あ
る
費
用
が
即
ち
商
人
の
營
業
费
に
外
な
ら
な 

い。
检
づ
て
商
人
を
排
除
し
て
も
此
營
業
费
或
は
夫
れ
に
代
：る

"可
き
配
铪

#

を
除
く
こ
：ふ
を 

得
な
い

o

人
を
替
へ
る
こ

S

に
依

6

て
或
は
配
給
養
を
減
少
せ
し
む
る
こ
ど
を
得
る
か
も
知 

れ
な

s

 

%
、

或
は
又
其
の
反
對
に
却
つ

.:
て
夫
，れ，を
膨
脹
せ
し
む
る
の
結
果
を
呈
す
る
に

M

る
や 

も，测

.り
知
り
難
い
。

.

.

'一し；以
上
卸
相
場
ふ
小
質
相

.■場
：w

の
開
さ

|'
:

就
き

.

.て
略
述
し
た
，か、實
際
に
於

て
は

雨
相
場
が
幾 

何
の
幽
刍
を
保
つ
て
ゐ
，る
か
。
梟
れ
を
明
か

^

す

.る
爲
め
姓
れ
よ
&
處
々
に
於
て

.調

^

し

/2

る
も
の
を
紹
介
し
て
見
や
ぅ
。

：

:
第

::
:
r
に

紹

介

す

る

，の

は

米

國
.紐
育
市
に
於
て
千
九
百
十
四

—

五
年
に
調
赍
し
た
る
林
檎
の 

隹
並

：
R
i/
I

賣
相

.場
の
開
き
で
あ
る
。

ノ
！

.ス
ク
エ
ス
タ
ン
ど
稱
す
る
林
檎
の
極
上
等

a

並
に 

コ
;-
ロ
ラ

r

ジ
ョ
ナ
ナ

:
ン

ヒ

號

す

：
る

，
同

：
じ

<

極

，
^

等
 

j

月
中
二

-

箱

十
0

一
 一

十
五
仙
で
'

あ

つ

た

：：が
、
：

1

箱
'

百
：
五

十

個̂

>

の

林

檎

が

ニ

個
.：

五
仙
に
て
露
店
で

K

 

賣
ネ
れ
て
ゐ
た
。

從

0 ;

ー
でL

箱
：の
；賣
揚
高
は
三
茆
七
十
：五
仙
で
あ
る
か
ら
'

箱
こ
付
ニ
滞
玉 

十
.
，#

即
ち
二
十
五
割
，
0

開
き
を
生
b

て
.：

ゐ
た
。
.

又
F

 

入
り
の
極
.上
等
品
を
ば
三 

個
十
仙
 

'に
腴
賣
し
て
が
た
。

.

從
っ
て

.

1

箱
の
賣
揚
高
は
三

.

典
ニ
十
仙
に
上
ぃ
一
箱
に
す

®

 

n
r

 

■ 

場
^

小
賣
相
場
ど
の
間

{:

は
約
：こ
十
割
强
の
開
き
が
あ
つ
た

(

は
。
$

'
::
:
次
：に
紐
育

B
ご
稱
：す

冬

林

：.檎
六

；百

個

入

卜

r 

ゐ
な
い

の
に
、
 

夫

れ

が

一」

個

I

仙

で

贩

賣

3
:れ
，て

ゐ

た

。

從

つ

て

一

樽

：の

賣

揚

高

は

合

計

六

卵

に

上

る

か

ら

、
 

卸

-
小
資
士
の
値
開

^
は
ニ
十
割
に
相
當
す
る
。
又
卸
相
場
が
三
弗
以

T
で
あ
る

r
A
i級
の

r

 

樽
四
西
個
入
り
の

*
檎

が

ニ
個
五
仙
に

.て
：
.小
賣

3
れ
て
ゐ

た
。

此
：相揚
に
て
は
.ー
櫞
の
賣
錄 

總
额
は
十
卵
に
上
卩

、卸

相
©
と
小
賣
相
場
ビ

の

開
き
は

七

^
、即
ち

—
一
十
三
割
以
上
に
達
す
る
。

第
十
九
卷

(

八
三

I
)

卸
相
，」

小
赍
相
#
の
翮
係
に
就
き
て
 

，
，

笫
六
號



笫
十
九
卷

(

A

H

t

D卸
根
場
ビ
小
效
榔
揚
の
關
係It
就
き
て 

第
六
雜 

二八

§

e

- 

.

.

'
此
調
避
は
米
國
農
務
猶
の

-

技
師
の

行
つ
.た
も
の
で
あ

つ
て
、

其
數
宇

は
正
確
な
も
の
ビ
看 

敌
し
て
差
支
な
か
ら
ぅ

が
、
®

人
は
卸
相
場
士
小
賣
相
場
と
の
間

に

十
數
割
乃
至
二
十
數
割
の 

關
き
の
存
し
て
ゐ

:̂
の
を
見
て
、

小
賣
：
業
者
が
暴
利
を
貧
り
つ

、
あ
る
に

相
違
な

い
ビ

^

斷

し 

:

て：は
な
ら

g
。

如
何

i

な
れ
ば
、吾
々
は
營
業
费
を
厲

Ji
t

し
な
け
れ
ば
な
ら

g

か
ら
で
あ

•
る

;0 

露
店
商
人
は
店

g

學
を
要
せ
す
、又
設
儆
又
ば

#

器

ビ

し

て

は

1

臺

.の
荷
堪
あ
れ
ば
充
分
で
あ 

つ

て
、
此
稲
の
商
人
に
取
り
て
最
も

®

®
な
る
營
業
費
は
商
人
自
身

0

勞
カ
に
對
す
る
報
酬
で 

あ
る
。

一
商
人
が

.一
日
中
露
审
に
：立
ち
て
林
檎
を
賣
る
以
上
は
、镩

0
.少
く
と
も
林
檎
の
販
賣 

に

依
り
て
自
己
及

び

家
族
の
.生
活

*

に
.
柑
當
す

4

丈
け

g

收
入
を
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

從

つ
 

K

M
收
入
は
林
檎
寶
捌
の

:#
業

^

ビ
»

做
す

^:
€

を
_

る
。
故
に
原
檟
一
箱
に
#
一

 

卯
二
十 

五
仙

0

林
檎
を
ば

|

-

 ̂

フ
箱
に
一

1

弗
五
十

仙
、
即
ち
ニ
十
割
の

『

利
益

』

、を
收

.. 

め
て

ゐ
る

w

云
ふ
も
、假
ト
に
一
日
の

.販
賣
：量

が
一

箱
以
上
に
出
で
な
い

V

し
た
な
ら
ば
、！
日
 

の
收

A

は：
僅

か
に
ニ
卵
五
十
仙
に
過
ぎ
な
い
。

0

P

に
販
賣
額
が
.ニ
箱

に
上
る

.
S
も
、收
入
は 

柯

ほ
五
卵
を
超
へ
な
い
の

で
，
あ
る
。：

,
0
露
店
の
營
業

®

は
、若
し
賣
揚
が
少
な
け
れ
ば
、

ft
較
的

ロ；
^

^

'

V

;

'

:

.'
り3
-v
-
'
T
-
l
i
i
?

:.
?.-
iぺ.
峰

多
：：

く
、從

つ

て

檟

格

も

比

較

的

高

く

®

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

苦
し
果
.して

f

と
す
れ
ば
、營
業
费

.

の
：：：

比
較
的
低
き
大
規
模
の
均
一
店
、即
ち
總
て
の
商
店

.

. 

.

...•

. 

.
:
.

-

.
 

.

.

.

.

を
ば
五
仙
ビ
か
或
は
十
仙
ビ
か
，ビ
云
ふ
均
一

,の
憤
格

に
て

.

販
賣
し
つ
、
あ
る
店
の
支
拂
ふ
旅 

横
ビ
、育

®

<
の
開
き
は
露
店
の
揚
合
に
於
け
る
ょ
り

も

少
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、事
實
は
何 

ぅ
で
あ
る
か
。
前
に
紹
介
し
た

.紐

.育

.市

.の
露
店
の
調
査
を
行
つ
た
技
師
は

3£
、仙

及

十

仙

均
」 

店
，に
就

き

て
林
檎
の
原
價
ど
賣
横

ビ
.の
へ
開
き
を
研
究
し
て
ゐ
る

^;
其
.技
師
の
發
表
す
る
所
に 

據
.れ
ば
此

®

均
フ
店
の
取
极
ひ
た
る
林
檎
ー
樽
，

_
_

一
 

樽
の
容
獠
は
一
箱
の
約
三
倍

n

の
‘ 

原
價
は
平
均
ニ
卯
九
十
五
仙
六
ミ
ル
で
あ
つ
て
、之
を
：均一
店
は
小
賣
に
て
合
計
三
卵
七
十
八 

仙
に

«

捌
い
て
ゐ
る
。；

s

o四)

從
つ
て
兩
値
段
の
開
き
は
一
樽
に
付
*八
十

一
一
仙
四
ミ
ル
に
過
ぎ 

な
い
。
而
し
て
似
價
は
ニ
卵
九
十
五

.仙
六
ミ

,
で
あ

::
る
か
ら
、均
一
店
の
取
扱

a

た
る
林
檎
の 

:卸

相

場

w

小
賣
相
場

_

の
開

_

は
：ニ

：»!
1

此
調
赍
は

千
九
百
十
四

—

五
年
に
行
は
れ
た
る
は
明
か

で
あ
る

が
、何

市

に
於
て
幾
軒

の

^

1

店
.

に
就
き
て
行
は
れ
た
る
も
の
な
る
か
父
明
示
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い

:0
然
し
孰
れ

に
し
て
も 

均
，1 

'

店
の
支
挪
ふ
原
，

«

ど
，寶

©

せ
の
開
き
が
，吾
人
の
期
待
す
る
通

&

に
、露
店
に
於
け
る
ょ

&

第

十

九

卷(

八
三
三)

卸
相
勘
ミ
小
资
相
揚
の
關
係
！！
就
き
て

 

第
六
號 

ニ
九



第
十
九
卷(

八
三
四)

卸
相
場W

小
资
相
揚
の
關
係
に
就
き
て
 

溶
六
號
.

三〇

も
遙
か
に
少
な
い
？

.
是
れ
露
店
は

.

至
«

少
規
«

な
る
に
反
し
，均

」

店
は
大
規
模
に
經
營
せ
ら 

る
の

が
常
で
あ
る
へ
か
ら
、
商
品
，一

:

個
：當
b

の
營
業
費
が
著
し
ぐ
輕
減
せ
ら
る
、
の
事
情
に

基
ぐ

は
勿
論
で
あ
る
。

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

何
ほ
右
に
紹
介
し
た
る
林
檎
に
關
す
る
調

®

ょ
.

公
:

も
一
般
柑
橘
屬
の
*
物
に
就
さ
て
試
み 

ら
れ
ft

る
海
か
に
綿
密
な
る
一
研
究
が
あ
る
。
是
れ
は
米
國
の
西
部
*
物
仲
買
人
協
會
の
一 

役
員
で
あ
る
ジ
ー
ニ

 

ロ
ー
ぐ
ド
ユ
ク
エ

「

氏
が
千
九

|5

十
四
年
の

1

年
中
を
通
じ
て
合
衆
國 

西
部
諸
-州
に
亘
:>

て
.三

十
'
地
方
の
代

*

的
柑
橘
市
場
に
於
け
る
商
人
に
照
會
し
て
、接
手
し
た 

:

る
五
千
四
百
八
十
五
殖

©

報
吿
臀
を
甚
礎
と
し
た
る

“

も
の
で

.

あ
る
が
、此
調
査

R

據
れ
ば
、消
喪 

考
が
柑
梳
屬

Q

果
物
に
對
し
て
支
挪
つ
た

#
J

兆
の
：代
金
は
平
均
左
の
如
く
分
配
せ
ら
れ
た
。

B

0
五) 

.

. 

い

生
産
者
の
收
得

 

ニ
六
。七 

摘
取
並
倉
入

1

1

V

四 

荷

造

费

.

.

七
*四 

運
送
費
 

ニ
〇
全

山

.

仲
買
人
：人

0

販
賣
费

 

'

一，五 

伸
買
入
の
收
得

/

八
* 

ニ 

小
賣
人
の
.收
得

 

三
三
•三

— 

.

.

.

. 

• 

: 

• 

.. 

!

.

.

.

...

.

.

. 

.

■
,
此

；

內
：！

|
に
依
れ

^
小

1
商
の
賣
揚
各
一
弗
の
內
三
十
三
仙
三
ミ
グ
は
自
己
の
收
得
ビ
な
る 

,
の
で
あ
る
か
ら
、其
差

.六
十
六
仙
へ
七
ミ

v
il
當
然
仲
貢
人
に
支
拂
つ
た
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。

、

.

如
ち
六
十
六
仙
七
ミ
ぺ
に
ヤ
仲
買
人
ょ
卜
購
入
せ
し
も
の
を

」

弗
に

.て
賣
捌

S
た
計
算
に
な 

っ
て
ゐ
る
。
從
つ
て

'卸
：値
段
：と
：小
賣
値
段
の
開
き
は
五
割
に
相
當
す
る

0

:

，我

國

に

.於

け

る
狀
態
ノ
に
關
し
て，は

『

財
政
經
濟
時
報

』

£

載

せ
ら
れ

だ
る
多
數
の
貨
物
の
生 

ぺ

產

聋

並

に

市

價

に

關

す

る

研

：究

：中

ょ

ヴ

ニ

三

左

に

紹

介

.す

る

こ
と
に
す

：
^

。

，

.

V

ソ
ャ
ス
の
シ
ャ
ッ
の
卸
値
段
は
：ー
打
こ
十
九
圆
九
十
四
錢
で
あ

0
:て
、小
賣
俥
段
は
一
打

: 

• 

:

H

十
五
：圆，九
十
四
餞
に
上
つ
て
、ゐ
：る。：

la
n

b

w
若

0

關
き
は
ニ
割
に
相
當
す
る

s

o六)

:

:

次
に
牛
肉
の
卸
値

_
は：骨
付
肉

一：頭，分ニ
®

:

人
は

.合

_計
三

|5
五
十
：四

「

il
A:
十
餞
に
寶

©J
く

.

か，ら、其
の
差
は
六
十
九
圆
三
十
ニ
餞
に
上
る
。
 

此
開
，きの
割
合
は

.
-割
四
分
强
に
相
當
す
る
。

8

。七)

.

『

學
：用
品
の
生
產

©』

ビ
.
題
す
る
：研
：究，に
據
れ
ば
小
賣
商
人
.の
ロ
錢
は
次
の
如
ぐ
で

あ
る

£

。八)

:

筆

h 

:

.三
：割內
外

 

.紙，

二
割

:四
ー
割
四
分

：

M 
:

:;
''.
:

;
ニ
锁

3[
分 

，

笫

十

九

卷(

八
三
五
；

如
相
揚
小
齊
相
.湯
の
關
係
U
就
咅
て 

熔
六
號 

S



第
十
九
卷

(

八三六

)

卸
相
場
ミ
小
资
湘
揚
の
观
係
に
就
き
て
 

が
六
號

H
ニ

ぺ
ン
先
一
四
劍
：四；分

:'
-

ィ
ン

',
キ
三
割
內
外

 

、

以
上
引
用
し
た
る
範
圍
內
に
於
て
觀
る
に
、我
國

(

東
京

)

に
於
け
る
卸
栩
場
ビ
小
賣
相
場
ど
の
 

間
の
.

開
き
は
ニ
割

.

乃
至
，四
割
に
：上
：つ
て
ゐ
る

S

云
へ
，る
。

然
し
此
割
合

V

米
國
の
削
合
ビ
を 

比
較
し
て
は
な
ら
ぬ
。
何
故
士
な
れ
ば
、調
査
の
方
法
が
異
な
つ
て

ゐ

る

か
ら
で
ぁ
る
。

娃
。
一。

Theodore Mackiic--!Ê
cie 

ロ tM
a
r
k
e

s'g for Agrical ture,^^WY0rk,I9^

.

.

.
胜 
0
1
0

United ■ states. Depart 
日ent of Agriculture.‘

td:ulletin No. 3021 

s Apple Market Ipvestigations 1914-5 

p. 5.

.驻。三。

.
同
上

.：六
k
.
;
.

£
:
,
/
v
'
;

註。四。
同
ネ

 

： 

.

tf
i
o
K
o Article entitled r

T
h
e

 Retailer's Part**

cr
y G. Harold 

Fowell, (adapted 

fro 
日 a 
ロ address 

delivered 
鈐 

 ̂

Eleventh Annual Meeting

s>
?
? Western Fruit Jobbers* Association,) priuted in the wesfBl Fmit Jobber, April I9

r5.

,
.

註
。
六
。

」

財
：政
：經
，

_

時
.

報』

<

正
十
_

ニ
年
四
月

〈

^
^
^
 ̂

I

驻。七
。
同
上

: ;

大
1 £

ー十
4

1

，

■

:.
.

骷
。
八
。
同
.上
.大
_正
十
三
部

九
力
：一.

日
號

第
_

節
-
小

:
:
h
:「

.ぐ

.

小
賣
相
場
が
卸
相
場
ょ
り
も
高
き
は
勿
論
の
こ

€

で

ぁ

つ

：て
、
前

節

に
.

て
'

雨

，相

場

の

開

き

の
 

數
例

，を
：示
し
た
が
，然

^

ば
小
賣
相
場
は
卸
相
場

$

:

同

1

の
原
則
に
依

6

て
決
定
せ
ら
る
、

も

の

.で
あ
る
か
、或
は
又
與
な
れ
る
法
則
に
支

■配
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
か
。

第
|

節
に

^

c 

S 

V
摘
し

.た
る
が
免
く
、小
賣
相
場
，ビ
卸
相
場
と
の
關
係
を
細
論
す
る
者
は
.比較
的
少
な
い
の
で
あ 

;

る
が

•兩
者
の
關
係
を
特
に
，

詳
論
せ

る

學

者

は

概

：ね
卸
‘：相

場

ど

小賣

相
場
ど
は
興
な
り
た
る
股

U

I
 

則
に
支
：配
せ
ら
る

>

も
の
で
あ
：る

^
の
見
解
を
懷
け
る
や
ぅ
で
あ
る
。

.;
例

へ

ば

レ

キ

シ
ス

^

::
, 

次
の
如
く
論
じ
て
ゐ
る
。

(

註
。
C 

:

、

I
m

 

D
e
t
a
i
i
h
a
n
d
e
i

cre
s
t
i
m
m
e
n

 

slch 

die 

Freise

.;auf wesentlfch anderer Art, ais i
m

 Grossverkellr. Zunichst:

1st 

acgenfsilig, 

dass 

sleuur 

dieselben G
e
g
s
s
t
s
d
e
i
n
d
e
n

 elnzelnen Eadeng-esh

PJf
t
s

 oder Gastwirtschaften 

w
s auseinander gehen. 

E

S'n
>
r
k
I
fo
l
r
t 

s
i
c
h

a.
i
e
s

 

darausrdassnft: 

d
i
e
s
s

 

Preisen 

nicht: nur 

die 

S
a
c
h
e
n

 

seibst,

sonaern 

auch 

die 

D
i
3
s
t
】eistungen 

des 

v
e
l
k

plufers 

i
m
d

 

die u
m
g
e
b
u
a
g
,

 in 

der 

der 

V
e
r
k
a
u
f

 

stattfindet)

.

.

.

.

.

-

 

.

.

.

.

.

.

..  

•

.

.

.

.

.

 

—

-

.

.

.

.

.

 

.

:31tbc.zahlt 

w
c
r
d
c
p

u
3
^
 w

o
h
l
h
a
b
c
n
d
e

 

p
u
b
H
c
u
m

 

v
c
r
p
n
g
t
a
e
g
a
n
t
e

 

3La.d€n€inrIchtun

"qQ
u
t
e

td
csl
e
n
u
n
s
r 

grosse 

A
u
s
w
a
h
i

3*
a
s g

l
e

o-hartfge 

W
a
r
s

 

und. 

fi^et 

e
i
n
s

 

zu 

starken 

u
n
d

 

zu 

2 gemischten 

J

;

'

.

.

.

.

.. 

.

.

.

.

.

. 

<
I
,
”. 

■ 

' 

• 

' 

.

.

.

Z
u
d
r
a
n
g

 

u
n
b
e
q
u
e
m
.

 

D
a
d
u
r
c
h

 

e
n
s
e
h
n

 

nat

c:rHch 

h

olhere 

GescHftkosten, 

die 

auf 

dfe 

P
r
e
i
s
e

/Qe
s
c
h
j
a
q
s

 

w
e
r
d
e
n

 

m

crssen.

即

ち

レ

キ

シ

ス

：
の

論

す

る」所
：：

に
:'
;據
れ
：ば、小
賣
栩
場
の
定
ま
り
方
は
卸
相
場
の
定
ま
り
方
と

第
十
九
伤

(

八三七

)

卸相場

«
小资相

#
の
猢
保
に
就
咅
て;:
.

第

六

號

H
H



第十九格天三八

)

卸
相
場W

小
贺
和
圾
の
關
係
に
就
き
て
 

第
六
號 

三
四

傲

®

興
な
つ
て
ゐ
る
：
两
し
て
レ
氏
が
其
の

I

例
ミ
し
て
禪
摘
し
て
ゐ
る
の
は
一
流
の
商
店 

又

は
旅

®

料

»

店
#
:
が
同

r

の
：物
品
に
ト
對
し
て
劣
等
の
商
店
若
し
ぐ
は
旅
館
等
ょ
り
も
高
き 

檟
格
を

3?
求
す
る
の
事
赏
で
ぁ
フ
て
、且
つ

夫
れ

は」

流

の
商
店
ズ
：は
旅
館
の
設
備
、接

#
、
擧
當 

な
る
品
物
の
準
備
等
に
多
く
の
费
用
を
要
し
た
爲
め
に
外
な
ら
な
い
と
說
明
し
て
ゐ
る
。

レ
キ
、シ
ス
の
例
を
引
い

V

ゐ
る

*

實

も

、
又
其
の
說
明
も
正
し
い
。
然

し

な

が

ら

.夫
れ

に

依 

b

て
庇
ち
に
小
寶
和
場
の
決
定
は
卸
栩
齒
の
趴
定
ビ
は
其
の
婢
颦
を
，異
に
し
て
ゐ
る
と
云
ふ 

こ
ど
を

#

な

い

。.

成
る

物
吣
の
供
給
费
が
高
け
れ
ば
、其の

_
市
價
も
亦
夫
れ
に
準
じ
て
高
く
定 

め
ら
れ
る
の
傾
向
を

.有
す
る
は

®)
相
場
た
る

'
 
ビ
小
賣
梢
場
た
，る

V

に
依

.
> 
て
何
等
の
相
違
が 

稆
し
て
ゐ
な

S
。

レ
キ
シ
ス
は
页
に
進
ん
で
ふ
寶
値

-段
の
所
謂
.特
徵
に
就
き
て
左
の
如
く
論 

じ
.て
ゐ

.
る(

胜。ニ

) 

,

.
 

.

.
I
 

.

. 

•«
 

... 

.

.

D
i
e

 

Elgent

ptm
j
c
h
k
e
l
t

 

des 

D
a
a
i
i
n
a
n
&
e
s

 

bestdht: 

d
a
r
i
a
a
a
s
s

 

d
e
r

:-verk§
.ufer 

feste- 

zuschls

ooe 

za 

d
e
n

 

iLinkaufspreisen 

日 
p
o
h
t 

u
n
d

 

die 

W
a
r
e
n

 

z
a

 

diesen 

Preisen 

d
e
m

 
p
u
b
l

o-u
m

 anbietet. 

D
i
e

 K
i
u
o
r

 

stelin 

i
h
m

 

Isollert

OQe
g
e
n

csber, 

s
i
e

fcr
a
b
e
n

 

kein 

gemeinscliafdiclbes 

gesch
p'ftliches 

Interesse 

u
o
d 

g
e
b
e
n

 

sich, 

je 

ぢ 
o
h
lty
*
a
- 

crend
e
r

 

sie 

s
i
n
a
v*
C3 

w
o
 

weniger 

MliJbe, 

die 

bilHchste 

w
e
z
u
g
s
s
t
e
l
l
e

N
u 6

n
d
e
p

 

M
a
n
c

crer, 

der 

in 

sefaer

w
n
w
e
r
*c
r
s
tp>
t
i
g
k
e
i
t

 

ein 

scharfer 

R
e
c
b
n
e
r

 fit, 

bezahlt 

als 

K
o
n
s
u
m
e
a
t

 

sorglos 

d
一
 e 

Preise, 

die 

m
a
n

 

v
o
n

 

i£T
-
m 

v
s
a
n
g
t
:
'
I

 
日 Detan.handel 

verfahren 

also 

die ■ !K§
.

c::fer 

i
m

 

a
l
l
g
c
m
e
i
n
s

 

darchaus 

nicht 
nacii 

der 

v
o
n

 

der_ 

T
heorie 

der 

Preisbildung 

vorausgesetzten 

Taktik.

.

.即

.
_
レ
:
キ
.シ
ス
の

.
•-
に

^

へ
ば
、小

「

賣
栩
場
の
特
徵
は
小
賣
商
が
寅
久
禪
格
に
或
る
一
定
の 

割
：僧
を

.加
へ
、此
割

«

付
の
價

.格
に
て
貨
物
を
消

®

者
に
提
供
す
る
こ
ど
に
存
し
て
ゐ
る
0
成 

!:
:程
小
窗
商
人

^>
原
顧

‘

办(

も
；數割
高
き

.儐
格
ド

^̂ 

あ
る
。
然 

し
な
が
ら
、是
れ
は
小
喪
相
場
の
み
の
特
徴
で
は
な
い
。
細
商
も
亦
生
產
奢
に
支
拂
ひ
た
る
價 

格
の

.何
分
又
は
何
制
埘
に
て
小
質
商
人
に
卸
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、牝
點
に
於
て
は
卸
撖
ど 

「

小
賣
商
ビ
の
間
に
何
等
の
逕
庭

が

な

ぃ

。

S

な
る
所
は
此
割
增
が

/h
寶
値
段
に
於
て
卸
値 

段
ょ
り
も
槪
し
て
多
い
點
に
存
し
て
ゐ
る
。

或
は
卸
相
場
は
骼
用

-供
給
に
依

b

て
窀
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

®)
商
人
が

S

り
に

î
w

に
 

.何
分
と
か
、何
削

W

か
の
削
咐
を
付
け
ん
と
欲
し
て
も
、其
價
格
に
て

»

入
す
る
者
が
無
け
れ
ば
、
 

制

if
を

&

己
の

®

志
通

1り
に
行
：ふ
こ
ビ
が
出
來
な
い
で
は
無
い
か

S

反
間
す
る
人
も
め
る
か 

も

れ̂

.な

.し

成
程

A

實
を
ぅ

.ー̂ふ

こ

ビ
.か
在
り
得
る
。
然
し
小
賣

.取
引
.に
於
て
も
亦
然
り

笫T-

六
卷

(

八三九

)

卸
相
揚
ミ
小
资
相
勘
の
關
係
.し就
合
て

 

银
六
^

H
2I
;

隱



.

筋
十
九
饴

(

八四〇

)

仰州勘
S

小
^
相
墙
の
關
係
に
就
合
て

 

策

六

號
H

六

で
あ

「
つ
て
、假
り
に
或
る
小
員
業
漭
が
一
個
十
餞
に
て
仕
入
れ
た
る
貨
_
を
ニ
十
餞
に
て
賣
ら 

ん
ビ
欲
し
て
も
'
一
 

十
餞
に
て
購
入
を
希
盟
す
る
者
が
無
け
れ
ば
，

典
目
的

を
達
す
る
こ
ビ
が
出 

來
な
：い
。

'
此
點
に
於
て
も
卸
相
場

S

小
賣
相
場

S

の
間
に

.何
等
の
和

®

を
認
む
る

こ
と
を

# 

な
い
の
で
あ
る
。

又
、

V

氏
は
小
寶
取
引
の

|

特
徴
と
し
て
、消
费
者
が
*
も
價
の
安
き
店
を
探
ね
や
ぅ
と
し
な 

い
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
が
、夫
れ
は
消
费
者
が
補
々
雜
多
の
消
耗
品
を
日
々
購
入
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
が
故
に
、：

1

:;

稱
.
類
^

の
«

物
：を
質
求
め
る
；每
に
こ
々
品
質

S

價
格
ビ
を
比
較
す
る
の
遑 

が

な
い
爲
め
に
外
な
ら

.

な
い
。
換
言
す
れ
ば
、消
费
者
に
は
比
較
研
究
の
時
間
が
な
い
の
で

声 

つ
て
、決
し
て
意
志
が
無
い
譯
で

「

は
：な
い
。
此
事
侦
は
外
國
の
め
設
市
.場
に
於
け
る
消
费
客
の 

鱗
質
振
を
見
れ
ば
明
：瞭
と
な
る
。
即
ち
彼
等
の
.多
ぐ
は
品
質
並
に
價
格
に
就
き
て
綿
密
な
る 

つ比較：研
究
を
行
ふ
て
ゐ
る
。
茲
に
特

に
外

國
の
公
：設
市
場

と

云
ふ
た
の
は
我
國
の
公
設
市
場 

.の

火

邱
分
は
甚
だ
小

«

模
で
.
.
あ

つ

て

、
一
一
斬

a

J b

の
寶
店
が
同

 

ー
«
物
を
販
賣
す
る
こ
と
が
柿 

で
あ
つ
て
、

從

つ
て

比

較
研
究
を
行
ふ
の
便
が
少
な
い

の
に
反

し
、外
國
の

公
設
市

場
は

原
則

ど
 

し

V

多
數
の
同
姉
類

'

の
：寶
店
を
同
一
列
に

,

か
し
め
，品
質

V
J

價
格
の
競
爭
を
行
は

' 

し
め
て
ゐ

る
か
ら
で
あ
る

。
：
.' 

、：

レ
氏

は

自
說
の
：正
し
き
こ
ど
を
瞪
明
す
る
爲
め

R
、事
業
の
經
營
上
に
於
て

は

計
算
に
機
敏 

な
人
が
屢
々
消
，费
者
ど
し
て
は
商
人

0
,耍
求
す
る
價
格
を
ば
唯
々
諾
々
支
拂
つ
て
ゐ
る
こ

W

 

:.
.;
:
ネ
指

_

し
て
ゐ
る
。
楚
れ
も
事
實
で
ぁ
る
。

.然
し
：大
事
業
家
例
へ
ば
大
卸
商
人
が
自
己
の
取 

极
ひ
っ

\

ぁ
.
る
貨
物
の

«

格
に

_

き
て
は
一
步

■も
讓
ら
ざ
る
に
、自
身
が
：消
费
す
る
物
品
の
代 

.

價
に
關

し
て
は

左
程
，の

:;
注
：
«
を
_

は'ざ

る
は
、
®
人

ミ
し

て
取
引
す
'る
貨
物
の
數
量

が

多

き

爲

i 

め
縱
令
 

一
®

位
に

#

_
.
か

.

.
'
に̂
3:
餞
の
栩
違
に
過
ぎ
中
€
す
る

も
、
合
計
に

て
は

歡
苗
圆

S

 

數
千
圆
の
懸
隔
を
來
た
す
に

•
反
し
、自
己
が
消
費
す
る
貨
物
が

1

個
に
付
假
り
に
十
餞
高
か
過

: 

ぎ
る
と
思
惟
す
る

.

.こと
：：

あ

り

ビ

：も
、消

费

量

が

一

個

な

ら

ば

、®

失

は

十

錢

丈

け

に

业

ま

る

か

ら

で
ぁ
る
。

〉

事
業
家
の
購
入
せ
ん
/ど
し
て
ゐ
る
物
が
貴
重
品
で

ぁ
つ

て，甲
商
店
に
て
は
千
圓
、乙

.

.

. 

•
 

i . 

.

.

. 

.

.

.; 

•
 

-
 

*

商
店
に
て
：は
千

.五
西
圆
に
て

®

®
せ
る
を
知
つ
て
ゐ
た
ビ
す
れ
ば
、如
何
に
典
事
樂
家
；か當
め 

：り
；，

ど
；云
，ふ
も
、乙
商
店

k

て
夫
れ
を

»

賀
す
る
ど
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

要
す
.る
に
問
題
は
金
额 

. 

で；办
る
。
夫
れ
が
金
额
の
問
題
で
：ぁ：る
以
上
、卸
取
引
に
於
て
も
少
許
の
値
開
き
は
間
題

e

せ

ざ
る
こ
と
が
往
々
ぁ
る
。
例
へ
ば
大
火
中
に
材
木
商
が
山
へ
行
つ
て
材
木
を
買
付
け
る
際
に

:

:

:
第
十
九
狢

(

八四

I

V
卸相锻

TJ
小资和揚の關係

I:
就きて
 

■:
笫六號

 

三セ
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饿

十

九

卷(

八
四
ニ〕

卯
相
锻W

小
资
相
場
の
關
係
！

I

就
.さ
て 
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あ
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す
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な
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れ
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落
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濫
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得
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右
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